「第９回　荻窪の音楽祭」ボランティア反省会

　　日　時　平成16年5月29日（土）１１時～１２時

　　場　所　フォーラムＵ

　　出席者　Ｖ：明石、猪田、小柳、佐藤、高島、竹内、華岡、野田、弘中、細田、松吉（ｱｲｳｴｵ順）、
　　　　　　実行委員会：宇田川、佐々木、菊地、北村、中山
　　会主催１５会場で延べ３１名（実数１８名）のボランティアの皆様にお手伝いいただきました。

　　同日に複数の会場を掛け持っていただいた方、急遽司会をお願いした方などかなり無理を聞いて

　　いただきました。

　　ボランティアに参加していただいた方方にお集まりいただき感想等お聞かせいただきました。

　　その中の声を纏めてみました。次回からの運営に生かしていきたいと思います。　　

ボランティアさんの声　


・　音楽と一緒に生活できる街・荻窪は素晴らしい　

・　身近にｸﾗｯｼｯｸに触れられる事はとてもうれしい。

· もっと大きい会場で楽しんでもらえたらよかった

· 地域区民センター・ヤエスは定員オーバーの大盛況

· １００人の会場で５０人に聞いていただくのと、５０人の会場で５０人のお客様に聞いて

　　頂くのとは演奏者にとっての意味が異なる。

· 心をこめた演奏がきっと良い街づくりになると思う

· 街づくりのため：検証の機会も設けたほうが良い。

· 電車に乗っても荻窪にやって来るような音楽祭に発展させたい。

· 街おこしとして盛り上げるにはオープンスペースでの演奏の場を多く設けるとよいのでは。

· 曲種はクラシックに限らなくても連絡等、なるべく早めに欲しい。
・　演奏家のネットワーク作りも。
・　音大の１,２年生に音楽ボランティアを依頼→３、４年生で出演のチャンスを。

・　音楽祭はボランティアで運営していることを訴えていきたい。
・　大変良い経験をさせてもらえた。今後も参加したい。

その他、各会場の演奏環境について、会場での仕事の事前チェック、ガイド配布等について

幅広い意見が交換されました。













